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東商環境アクションプランの策定にあたって 

 2015 年に COP21（第 21 回国連気候変動枠組条約締約国会議）で気候変動抑制のためのパリ協定が締

結され、同年の国連サミットでは SDGs（持続可能な開発のための 2030 年目標）が採択されました。以

降、世界的な環境保全に対する関心・要請は日増しに高まっています。近年では ESG 投資1の広まりやプ

ラスチック利用の見直し等、企業の評価や経済活動に直結する動きも見られます。わが国においても、パ

リ協定に基づく長期戦略2が 2019 年中に策定される予定であるほか、2019 年６月に主催する G20 では、

プラスチック等の資源利用のあり方の見直しについても話し合われる見通しです。また、東京都におい

ては、環境先進都市の実現に向けて、二酸化炭素削減等のゼロエミッションを目指した取組み、食品ロス

や使い捨て利用を削減するゼロウェイスティングに向けた取組みが進んでいます。環境・経済・社会が一

体となった発展を求められる時代になったといえます。 

東京商工会議所（以下、東商）は 2006 年にｅｃｏ検定Ⓡをスタートさせ環境教育の普及に貢献するとと

もに、2008 年には「会員企業の地球温暖化対策行動指針」を策定し、環境に配慮した企業経営のあり方

発信に取り組んで参りました。この度、2018 年～28 年までの「140（意志を）つなぐ東商ビジョン」の

もと、これまでの取組みを発展させ、環境に配慮した身近な活動を展開する「東商環境アクションプラ

ン」を新たに策定します。 

創立者である渋沢栄一翁の「道徳経済合一」の考えのもと、東商は活動しています。そのため、東商の

活動自体が SDGs と親和性が高く、中小企業における SDGs の取組み強化や、関係する地域の発展に貢献

することができると考えています。「東商環境アクションプラン」は首都東京と都内中小企業の更なる発

展を目指し、東商が①会員企業のために取組むこと、②地域と取組むこと、③自ら取組むことをそれぞれ

設定し、経済活動と環境の両立に向けて具体的活動を展開して参ります。 

「東商環境アクションプラン」の活動にご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                      

1 環境（environment）、社会（social）、企業統治（governance）に配慮した投資活動 

2 パリ協定の全ての締約国は、温室効果ガスについて低排出型の発展のための長期的な戦略策定を求められている 

出典：国連広報センター 渋沢 栄一  

画像：渋沢史料館所蔵 
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１． 「東商環境アクションプラン」の概要 

「東商環境アクションプラン」は以下の４つの視点をもとに作成しています。 

（１） 各取組みに、具体的な目標を設定する 

（２） プランは３年を１期とし、各年で振り返りと評価を行う 

（３） 東商が会員企業のために取組むこと、地域と取組むこと、自ら取組むことを盛り込む 

（４） 既に実施している事業の中にも、環境への配慮や省エネの考え方・要素を取り込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東商環境アクションプラン 取組みイメージ 

東商が地域と 

取組むこと 

東商が会員企業の

ために取組むこと 

東商が自ら 

取組むこと 

すべての人々の、安価

かつ信頼できる持続

可能な近代的エネル

ギーへのアクセスを

確保する 

出典：外務省ホームページ 

強靭（レジリエント）

なインフラ構築、包摂

的かつ持続可能な産業

かの促進及びイノベー

ションの推進を図る 

気候変動及びその影響

を軽減するための緊急

対策を講じる 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・ 

環
境
委
員
会 

報告 

評価・見直し 

包摂的かつ持続可能な経

済成長及びすべての人々

の完全かつ生産的な雇用

と働きがいのある人間ら

しい雇用（ディーセント・

ワーク）を促進する 

持続可能な生産消費形

態を確保する 

持続可能な開発のため

の実施手段を強化し、

グローバル・パートナ

ーシップを活性化する 

あらゆる年齢のすべて

の人々に健康的な生活

を確保し、福祉を促進す

る 

包摂的で安全かつ強

靭（レジリエント）で

持続可能な都市及び

人間居住を実現する 

持続可能な開発のた

めに海洋・海洋資源を

保全し、持続可能な形

で利用する 

陸域生態系の保護、回

復、持続可能な利用の推

進、持続可能な森林の経

営、砂漠化への対処なら

びに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の

損失を阻止する 

中小企業 
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●東商環境アクションプラン 基本的な考え方と具体的な取組み内容 

 

 －基本的な考え方－ 

 ・大きなコストをかけずとも、環境に配慮した身近な取組みを通じて、コスト削減・生産 

性向上・経営改善を図ることができる 

 ・アクションプランの活動を通じて、中小企業においても自社にあった取組み（「身の丈 

エコ」）が行われるよう普及する 

 

 

 

 

 

 

  

 具体的な取組み 

会員企業のために取組むこと ・会員企業の環境ビジネス支援   

・会員企業・会員企業社員向けの情報発信 

・会員組織の活動支援  

地域と取組むこと ・東京都・23 区等と連携した環境保全 

・関連団体と連携した環境保全 

・国内・海外商工会議所との連携 

東商が自ら取組むこと ・ペーパーレスの推進   ・食品ロスの削減 

・使い捨て利用の削減   ・省エネの推進 

・情報収集・公表     ・職員教育・進捗管理 
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２． 東商が会員企業のために取組むこと 

①会員企業の環境ビジネス支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②会員企業・会員企業社員向けの情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③会員企業組織の取組み支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の状況（2017） 

・青年部・女性会等の会員企業組織が

発足、活動中 

 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・会員企業組織の環境に配慮した自主的取組み 

１件以上 

【具体的な取組み内容】 

会員企業組織である青年部・女性会等における自主的取組み 

（古本回収等、環境に配慮した取組み）を支援します 

 

青年部例会の様子 

 
現在の状況（2017） 

・環境ビジネス支援に資するイベント 

10 回開催、参加者 406 名 

 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・環境ビジネス支援に資するイベントを 50回以上開

催・共催します（延べ＝３カ年合計） 

・セミナー等への参加者数 2,000 人以上を目指しま

す（延べ） 

・経営指導員の研修に省エネを盛り込み500名以上

（延べ、他会議所の指導員含む）が受講するようにします 

 

パネルディスカッションの様子 

視察会の様子 

【具体的な取組み内容】 

セミナー・企業紹介・視察会等、イベントの形式は問わず、会員

企業のビジネスに資するよう、多様な内容で開催します。地域金

融機関等と連携したイベント開催も行います。経営相談を通じ

て中小企業の省エネ等の取組みを支援します 

現在の状況（2017） 

・省エネヒント集での事例紹介 49 件 

・ｅｃо検定®の累計受験者約 43 万人、

累計合格者約 25 万人 

 

 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・省エネ等を盛り込んだ経営改善に関する好事例・失

敗事例を発掘し、発信共有します 

・ｅｃо検定®を推進し、累計受験者 52 万５千人、

累計合格者 31 万７千人を目指します 

【具体的な取組み内容】 

①成功事例だけでなく、失敗事例等も共有します 

②経営指導員等からのフィードバックを集積し、好事例を発信

します 

③eco 検定®を推進し、エコピープルの活動を積極的に展開し

ます。地区清掃への参加等、イベントの実施も検討します 
ｅｃｏ検定Ⓡロゴ 

https://www.tokyo-cci.or.jp/image.jsp?id=1012487
https://www.tokyo-cci.or.jp/image.jsp?id=1013728
https://www.tokyo-cci.or.jp/image.jsp?id=1007408
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３． 東商が地域と取組むこと 

①都や区と連携した環境保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②関連団体と連携した環境保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2030 年 

目標 

 2030 年 

目標 

温室効果 

ガスの削減 

（2000 年比） 

30％

削減 

エネルギー

消費量 

（2000 年比） 

38％

削減 

水素エネル

ギーの普及 

燃料電池自動車 

20 万台 

水素ステーション

150 カ所 

再生可能エ

ネルギーに

よる電力利

用割合 

30％

程度 

一般廃棄物

のリサイク

ル率 37％ 

都内廃棄物

の最終処分

量（2012 年

度比） 

25％

削減 

「東商環境アクションプランの目標 

（～2021）」 

①PR連携（相互に特定のテーマ・取組みにつ

いて PR を行う）５件以上（延べ） 

②情報周知・発信 30件以上（延べ） 

③環境保全イベントへの参加・協力３件以上

（延べ） 

④オリンピック・パラリンピックの機会を捉え

た環境保全・水素普及等の PR協力３件以上

（延べ） 

 

 

 東京都の取組み（2018） 

・「ゼロエミッション東京」実現に向けた取組み 

・「ゼロウェイスティング東京」実現に向けた 

取組み 

・持続可能な資源利用の推進 

・生物多様性の保護 

 現在の連携状況（2018、一部） 

・東京都環境公社（東京都地球温暖化防止活動推進センター） 

 ⇒省エネ・CO２削減について共催セミナーを開催 

・３R 推進協議会 

 ⇒３R の推進、表彰制度の実施にあたって協力 

 

「東商環境アクションプランの目標

（～2021）」 

①PR連携５件以上（延べ） 

②情報周知・発信 10件以上（延べ） 

③共催事業等の実施５件以上（延べ） 

【具体的な取組み内容】 

①相互に取組み（LED 推進等）PR を実施します 

②行政手続きやチラシ配布のペーパーレス化を申し

入れます 

③企業向け周知情報の発信（フロン・マイクロプラ

スチック等）を行います 

④清掃活動等、地域の環境保全に貢献します 

➄オリンピック・パラリンピックの機会を捉えた環

境保全・水素等新エネ普及等の PR に協力します 

〇東京都の 2030 年目標 

東京都「環境先進都市・東京にむけて」より抜粋 

【具体的な取組み内容】 

①PR 協力の他、セミナー等の企業向け情報発

信を共同で行います 

②容器包装リサイクル制度や、汚染負荷量賦課

金の徴収等、委託事業を適切に運営します 

③役員・委員の派遣等を通じて、各団体の運営

に貢献します 

東京都地球温暖化防止活動 

推進センターとの共催セミナー 

の様子（2018） 



7 

Copyright (C) 2019 The Tokyo Chamber of Commerce and Industry All right reserved. 

 

③国内・海外商工会議所との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 東商が自ら取組むこと 

①ペーパーレスの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東商環境アクションプランの目標 

（～2021）」 

・コピー用紙の使用枚数を 2017 年度比 60％

削減します 

・主たる会議（常議員会・委員会等）の 90％ 

以上をペーパーレスで実施します 

・同報 FAX の発信を 2017 年度比 50％削減

します 

・封筒の使用枚数を 2017 年度比 20％削減し

ます 

 
東商の現状（2017） 

・コピー用紙使用枚数：約 547 万枚 

・会議は紙資料で実施 

・同報 FAX の発信回数：167 回 

・封筒の使用枚数：約 38 万枚 

タブレットを使った会議の様子 

サイネージでのポスター掲示 

 現在の連携状況（2018） 

・東京都商工会議所連合会や関東商工会議所連合会

等の広域連合会単位での活動を実施（社会貢献を

行った企業の「ベストアクション表彰」等） 

・18 の多国間・二国間の国際経済会議等を実施、 

海外商工会議所との情報交換等を実施 

 

「東商環境アクションプランの目標

（～2021）」 

①関東商工会議所連合会の場でのテーマ

設定２回以上（延べ） 

②国際的会議の場でのテーマ設定 10回

以上（延べ） 

【具体的な取組み内容】 

イベントを実施する際に、「東商環境アクション

プラン」を考慮し、テーマ設定や講師選定を行

います 

 

関東商工会議所連合会 

総会の様子（2018） 

【具体的な取組み内容】 

①印刷枚数の把握と減量の見える化を行います 

②タブレット・サイネージを活用します 

③同報 FAX の必要性を見直します 

④会議で封筒配付は原則行いません 

 

https://www.tokyo-cci.or.jp/image.jsp?id=1011701
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②食品ロスの削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③使い捨て利用の削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東商の現状（2017） 

 食品ロス防止の取組みは未実施 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・主催するイベントで、食品ロスゼロを目指すとと

もに、会員企業へ呼びかけます 

現在の東商の状況（2017） 

・職員に対して無償で使い捨て容器

を提供 

・紙袋の使用枚数：約 7,800 枚 

・エコリーグ（古紙回収）の実績 

1,628 社参加、1,358 ﾄﾝ回収 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・職員向けの使い捨て容器は無償利用ゼロとします 

・社内で使用する使い捨て食器はプラスチック以外の 

環境負荷の低い素材へ転換します 

・レジ袋辞退の行動をとる職員を100％にします 

・紙袋の使用枚数を 2017年比 30％削減します 

・エコリーグの年あたり参加社数 2,000 社、回収

1,500 ﾄﾝを目指します 

 

パーティの様子 

紙コップ自販機の様子 

【具体的な取組み内容】 

①イベント時の発注食数の見直しや、『開始からの 15 分・最後

の 10 分は集中して食べよう』等の呼びかけを行います 

②会員企業へ食品ロス削減を呼びかけます 

【具体的な取組み内容】 

①容器の有料化、マイカップの推進・洗浄利用を推進します 

②ラウンジで代替素材利用を推進します 

③マイバックの使用を推奨します 

④テナント企業への声かけ・協力依頼を行います 

➄紙袋の使用を見直し、削減します 

⑥ごみ分別の徹底を図ります 

⑦東京都リサイクル事業協会との連携を継続し、紙以外の資源

回収も検討します 

中小企業

小規模事業者

東京商工会議所
本部・支部

東京都リサイク
ル事業協会・各
区回収事業者

東商エコリーグの仕組み 

登録 分別・回収 

連携 

 

地域 システム名 地域 システム名

港　区
港区オフィスリサイクル

システム
大田区

大田オフィス古紙リサイク
ル・システム

新宿区
東商エコリーグ（新宿)

世田谷区
世田谷区オフィス古紙

リサイクル事業

台東区
台東区オフィス古紙リサ

イクル事業
渋谷区

渋谷エコリーグ

墨田区
ecocha!（エコッチャ！)

北　区
北区事業系古紙リサイ

クルシステム

江東区
こうとう利再来くらぶ

荒川区
荒川エコノミックリサ

イクル

https://www.tokyo-cci.or.jp/image.jsp?id=1013715
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④新オフィス（丸の内二重橋ビル）の省エネ推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➄情報収集・公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥職員教育・進捗管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東商の現状（2017）※丸の内二丁目ビル 

・エネルギー使用量 

約 43 万３千 kWh（年間消費電力量） 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・丸の内二重橋ビル新オフィスにおける省エネの取組み

を進めます（2018年 11月からの使用エネルギー量

を精査し、今後目標設定を行います） 

東商の現状（2017） 

・「エネルギー・環境に関する意識・

実態調査」を実施 

・ホームページ「省エネヒント集」

を運営 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・実態調査を３回以上実施・公表（３カ年延べ） 

します 

・情報発信のための PRツールを更新します 

 

現在の状況（2017） 

・ｅｃо検定®を職員が受験する際に

受験料を補助（受験を勧奨） 

・職員の状況把握が不十分 

 

「東商環境アクションプランの目標（～2021）」 

・職員全員がｅｃо検定®を受験します 

・職員向けのアンケートを実施し、結果を評価します 

・「SDGs・エネルギー・環境モニター」を募集し、500

名（延べ）に登録いただきます 

新オフィスの様子 

【具体的な取組み内容】 

①新オフィスの 20 時消灯の徹底を図ります 

②残業場所の制限（人員集中）・効率化を行います 

③空調の利用効率の向上を図ります 

④クールビズ期間の延長を検討します 

➄テレワーク制度を導入します 

⑥役員車に電気・燃料電池自動車を導入します 

【具体的な取組み内容】 

①エネルギー・環境をテーマとした、会員企業対象調査（WEB 

調査）を実施します 

②ホームページを含めて、多様な情報発信を行います 

【具体的な取組み内容】 

①職員の資格所有有無を確認し、未受験の職員への受験勧奨を

行います 

②東商環境アクションプランの各項目に関する職員向けアンケ

ートを実施し、実態把握と進捗管理に努めます 

③「SDGs・エネルギー・環境モニター」は会員企業を対象に募

集します。登録していただいたモニターの方には、東商からの

調査にご協力いただくほか、東商から政策情報等を優先的に

提供します 
2018年６月 

「エネルギー・環境に関する 

意識・実態調査結果」より抜粋 

省エネヒント集サイトバナー 

行っている

70.6%

行っていない

26.7%

その他

2.5%

無回答

0.1%

省エネもしくは環境に配慮した取組みを行っている 

中小企業の割合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京商工会議所 

「東商環境アクションプラン」（２０１９－２０２１） 

２０１９年５月 

発行 東京商工会議所 
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